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１ はじめに 

 

★保護者の皆様へ 

 

 中学生のころは、心と体の成長がアンバランスになりがちで、不安や悩みを持ちやすくなります。ちょ

っとしたことでイライラしたり、反抗的な態度をとったりしがちです。 

 また、小学生のときに比べると学習内容も難しくなり、授業の進むスピードも速くなります。ちょっと

したつまずきでわからなくなり、やる気をなくしたりします。 

ただ、お子様は内心では「勉強が分かるようになりたい、学力を向上させたい」と考えています。その

ためには、学校の授業に加えて家庭学習が重要になります。 

そんなときに、ほんの少しアドバイスをしてあげることで、やる気を取り戻すことができたり、自信を

持てたりして、成長できることがあります。お子様が家庭で学習していたら「ほめる」「励ます」「認める」

ことをお願いします。 

 この冊子は、お子様の家庭学習の参考になるように、また、保護者の皆様には家庭学習についてお子様

にアドバイスをするときの参考にしていただきたいと思い、作成したものです。ぜひ、ご家庭でご活用く

ださい。 

 なお、家庭学習を充実させるために、本人専用の辞書、参考書、問題集などの活用、図書館の利用等に

ついてもご家庭で話題にしていただければ幸いです。 

 

 

★生徒の皆さんへ 

 

○復習の大切さ 

 学校で学んだことを、確実に理解し、忘れないためには、家庭で計画的に学習することが大切です。まず

は宿題をします。そのあと、授業の予習や復習などに取り組む時間を作り、学習内容の理解に努めてくだ

さい。そして、自分に合った学習方法を見つけてください。 

○継続の大切さ 

 「継続は力なり」「ちりも積もれば山となる」「ローマは一日にしてならず」など、何事も積み重ねが大

切だということを昔から多くの人が言っています。少しの時間でも、ぜひ毎日コツコツ学習する習慣を身に

つけてください。1日10分でも毎日勉強すれば、1年間で合計60時間になります。するとしないとで

は大違いです！ 

○頑張り続けるためには？ 

 家庭での勉強は、テレビやゲームなどの誘惑も多く、難しいかもしれません。そのために、まずは小テ

ストや定期テスト、卒業後の進路など、自分のために目標を作ることが大切です。部活動でも、試合やコン

クールなどの目標のために、つらい練習にも耐えることができると思います。ぜひ目標に向かってがんば

ってください！ 

 

 

 

 

 

中学生のころは、心と体の成長がアンバランスになりがちで、不安や悩みを持ちやすくな

ります。ちょっとしたことでイライラしたり、反抗的な態度をとったりしがちです。 

 また、小学生のときに比べると学習内容も難しくなり、授業の進むスピードも速くなり

ます。ちょっとしたつまずきでわからなくなり、やる気をなくしたりします。 

ただ、お子様は内心では「勉強が分かるようになりたい、学力を向上させたい」と考え

ています。そのためには、学校の授業に加えて家庭学習が重要になります。 

そんなときに、ほんの少しアドバイスをしてあげることで、やる気を取り戻すことがで

きたり、自信を持てたりして、成長できることがあります。お子様が家庭で学習していた

ら「ほめる」「励ます」「認める」ことをお願いします。 

 この冊子は、お子様の家庭学習の参考になるように、また、保護者の皆様には家庭学習

についてお子様にアドバイスをするときの参考にしていただきたいと思い、作成したもの

です。ぜひ、ご家庭でご活用ください。 

 なお、家庭学習を充実させるために、本人専用の辞書、参考書、問題集などの活用、図

書館の利用等についてもご家庭で話題にしていただければ幸いです。 

 

 

○復習の大切さ 

 学校で学んだことを、確実に理解し、忘れないためには、家庭で計画的に学習すること

が大切です。まずは宿題をします。そのあと、授業の予習や復習などに取り組む時間を

作り、学習内容の理解に努めてください。そして、自分に合った学習方法を見つけてく

ださい。 

 

○継続の大切さ 

 「継続は力なり」「ちりも積もれば山となる」「ローマは一日にしてならず」など、何

事も積み重ねが大切だということを昔から多くの人が言っています。少しの時間でも、ぜ

ひ毎日コツコツ学習する習慣を身につけてください。1 日 10 分でも毎日勉強すれば、1

年間で合計60時間になります。するとしないとでは大違いです！ 

 

○頑張り続けるためには？ 

 家庭での勉強は、テレビやゲームなどの誘惑も多く、難しいかもしれません。そのた

めに、まずは小テストや定期テスト、卒業後の進路など、自分のために目標を作ることが

大切です。部活動でも、試合やコンクールなどの目標のために、つらい練習にも耐えるこ

とができると思います。ぜひ目標に向かってがんばってください！ 
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２ 家庭での学習のために 

 
 

（１）基本的な生活リズムを身につけよう！ 

  健康な体と前向きな気持ちは、基本的な生活習慣から生まれます。 

早寝・早起き・朝ごはんを心がけましょう。 

 

（２）机に向かう習慣を身につけよう！ 

 だれもが、勉強が「できるようになりたい」、「わかりたい」と思っているはず。一方で「めんどくさい」

「楽がしたい」と思うこともあるものです。 

実はいったん机に向かってみれば、意外とできるものです。そうやって、友達も先輩たちも、がんばってい

るのです。 

 

（３）計画的に学習する力をつけよう！ 

 3 年生になったとき、とても役に立つのが目標に向かって計画的に学習する力です。 

① 単元のテストに関する日程のチェック 

   ②テスト範囲表や先生の話を参考にポイントをチェック 

   ③いつまでに何をするか計画をたてる 

ことは、とても重要です。１，2年生のうちから習慣づけておきましょう。 

 

（４）自分に合う勉強方法を見つけましょう！ 

人それぞれ得意不得意があります。 

ということは、自分に合う勉強方法も人によって違うということです。 

👉 「繰り返し問題を解く」「人に説明する」「自分でテストをする」など様々な方法があります。確認

までしたら、どこを、なぜ間違えたのか、自分が理解できていることは何かをしっかりと考えましょう。 

👉 「タブレットを活用すること」もできます。 

教科書の QR コードを読み取って説明を聞いたり、問題を解いたりすることができます。またタブレッ

トドリルやオンライン講座も利用して復習や予習をしてみましょう。 

 

（５）興味・関心を広げよう！ 

 すでに毎日計画的に家庭学習ができている人は、自分の興味や関心を広げる勉強をするといいでしょ

う。新聞や本を読んだり、調べ学習をしたり、より広く、より深く、考える力や想像力を養いましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）基本的な生活リズムを身につけよう！ 

  健康な体と前向きな気持ちは、基本的な生活習慣から生まれます。 

早寝・早起き・朝ごはんを心がけましょう。 

 

（２）机に向かう習慣を身につけよう！ 

 だれもが、勉強が「できるようになりたい」、「わかりたい」と思っているはず。一方

で「めんどくさい」「楽がしたい」と思うこともあるものです。 

実はいったん机に向かってみれば、意外とできるものです。そうやって、友達も先輩たち

も、がんばっているのです。 

 

（３）計画的に学習する力をつけよう！ 

 3 年生になったとき、とても役に立つのが目標に向かって計画的に学習する力です。 

 

① 単元のテストに関する日程のチェック 

   ②テスト範囲表や先生の話を参考にポイントをチェック 

   ③いつまでに何をするか計画をたてる 

 

ことは、とても重要です。１，2年生のうちから習慣づけておきましょう。 

 

（４）自分に合う勉強方法を見つけましょう！ 

人それぞれ得意不得意があります。 

ということは、自分に合う勉強方法も人によって違うということです。 

👉 「繰り返し問題を解く」「人に説明する」「自分でテストをする」など様々な方法が

あります。確認までしたら、どこを、なぜ間違えたのか、自分が理解できていることは

何かをしっかりと考えましょう。 

👉 「タブレットを活用すること」もできます。 

教科書のQRコードを読み取って説明を聞いたり、問題を解いたりすることができます。

またタブレットドリルやオンライン講座も利用して復習や予習をしてみましょう。 

 

（５）興味・関心を広げよう！ 

 すでに毎日計画的に家庭学習ができている人は、自分の興味や関心を広げる勉強をす

るといいでしょう。新聞や本を読んだり、調べ学習をしたり、より広く、より深く、考

える力や想像力を養いましょう。  
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３ 家庭学習 ５つのポイント 

 毎日の勉強を習慣にすると、脳が「勉強するぞ～」と働き始めます。最初にお話したように、人間

の脳は忘れやすく一度に大量に知識をつめこむには不向きです。     

その日に学校で学習したことはその日のうちに復習し、毎日こつこつと勉強を積み重ねていくこ

とが確かな学力を身につけていくことにつながります。 

 

 

 

学べば学ぶほど、 
自分が何も知らなかったことに気づく、 

 
気づけば気づくほど、 

また、学びたくなる。 
 

    ― アルバート・アインシュタイン 
  

 

①時間と場所を決めよう！ 

  その日のスケジュールにあわせて計画的に勉強する。 

 

②勉強する場所は整理整頓しよう！ 

  必要なものをすぐに取り出せるようにしておく。 

 

③宿題を必ずしよう！ 

  きちんとメモをしておいて必ず期限を守る。 

 

④自主学習にどんどんチャレンジしよう！ 

  習慣にすることが大事。 

 

⑤集中しよう！ 

  「～ながら」勉強は脳が勉強以外の働きをしてしまうのでやめる。 
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４ 教科の先生方からのアドバイス 

 教科《  国語科  》 

教科目標 

「言葉による見方・考え方を働かせ自分の考えを表現できる力」を身につける 

具体的には、漢字や文法事項などを理解する。得た知識を使いながら、文章を読む

ことで読解力や書く力、話す力を身につける。 

つけたい力を３観点で整理すると・・・ 

 

目標達成のために家庭学習で大切にしてほしいこと・学習方法例（タブレット活用も含む） 

 

◇【知識・技能】を身につけるためにしてほしいこと 

漢字や文法などの記憶の定着が肝となる学習課題に関しては自身にあった学習方法を探し

て、見つけてほしいと思います。 

  例１.何度も書く・読むを繰り返す。   

例２．問題を何度も解く。（タブレットの Qubenaなどを活用するのも１つの手段） 

  例３．覚えたい漢字や文法事項を使った例文をつくる。  などなど 

◇【思考・判断・表現】 

  ①「話す・聞く」 

  【目的や場面に応じた言葉遣いを意識し、的確に話したり聞いたりすることができる】 

  １．授業を聞くことやスピーチなどで相手（話す人や受け取り側）を意識して、学習をすすめる。 

  ２．普段の会話から、状況に応じて使い分けるようにする。 

  ②「読む」 

  【表現の仕方や特徴に注目しつつ、文章を読み取ることができる】 

  １．多くの文章に触れるため、たくさん読書をする。 

（黙読ではなく、音読をすることで読めない語句に立ち止まることができる） 

２．文章の構成や筆者の考え、登場人物の描写などを意識して読むようにする。 

③「書く」 

  【自分の意見が相手に効果的に伝わるように、根拠を明らかにして書くことができる】 

  １．相手に伝わるように客観的・論理的な書き方・話し方を意識する。 

  ２．構成などを意識しつつ、文法事項に気を遣い、文章を書く。 

知識・技能 

主体的に学習に取り組む態度 

思考・判断・表現 

漢字の読み書き 

表現技法 

古典（古文・漢文） 

文法事項 

書くこと 

読むこと 

話すこと・聞くこと 粘り強く学習に取組む。 

自己調整力を育む。 

興味をもって、 

学習に取組む。 
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教科《  数学科  》  

教科目標 

「知識・技能を身につけ、数学的に考え 

課題に粘り強く取り組むことができる力をつける 

つけたい力を３観点で整理すると・・・ 

 

目標達成のために家庭学習で大切にしてほしいこと・学習方法例（タブレット活用も含む） 

◇【知識・技能】を身につけるためにしてほしいこと 

 
 

◇【思考・判断・表現】を身につけるためにほしいこと 

 

知識・技能 

主体的に学習に取り組む態度 

思考・判断・表現 

平面や空間図形の知識 

基礎的な計算処理 

関数の知識や表現方法 

資料の整理 

図や表、式、グラフなどを

持ち数学的に考える 

複数の考え方を示して

比較したり、考察する 

自分の考えを説明す

る方法を練習する 

粘り強く学習に取組む。 

自己調整力を育む。 

興味をもって、 

学習に取組む。 
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教科《 数学 》  先輩先生の家庭学習コーナー 
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教科《  英語科  》  

教科目標 

英語を使って伝える力を身につけ、異文化への理解を深めよう 

具体的には、 ①４技能を使ったコミュニケーション能力の向上  ②語彙や文法の習得・活用  

③目的・場面・状況に応じた表現、相手意識      ④国際的な視野の拡大 

つけたい力を３観点で整理すると・・・ 

 
目標達成のために家庭学習で大切にしてほしいこと・学習方法例（タブレット活用も含む） 

◇単語は「使ってなんぼ！」 
「単語は７回出会うと覚えられる」と言われます。例えば、日を分けて７回、場所を変えて７回、７種類の英文の

中で出会う、似ている単語で整理してみる・・・。いろいろ考えられますが、長期的に覚えておく必要のある単語

はとにかく「使ってなんぼ！」です。自分に合った方法を見つけるために、周りの人にも聞いてみましょう！ 

 

◇文法は「テストしてなんぼ！」 
 新しい文法を学習したら、練習して対外試合（テスト）をしましょう。テストは、例えば、教科書・ワークの問題、

Qubena問題、過去のテスト問題、AET と話す、入試問題、英検などがあるでしょう。 

これまで学習してきた文法を自分なりに工夫してまとめることも、英語の特徴が浮かび上がってきておススメ♪ 

 

◇自分の成長を見つける 
 英語学習で達成感を持てるのは、自己表現ができたときでしょう。自分の興味のあること、今日をふりかえった

日記、AET にインタビュー、テーマに応じた作文など、間違いを恐れず書いて（話して）みましょう。自己表現ノー

トを増やしていけば、いつかふり返ったときに成長を感じられますよ☆ 

 

◇英語学習に使えるものはいっぱい！（先輩より紹介） 
 TIME for KIDS                Duolingo                       魔法の読み書きアプリ            スピークバディ 

（学習者用英字新聞）           （続けられる仕掛け◎）             （単語学習に）                （AIと話す練習） 

    
その他、Google翻訳（DeepL）、Chat GPT、YouTube、洋楽、海外アーティストをフォローする、教材の QR コード、映画も！ 

知識・技能 

主体的に学習に取り組む態度 

思考・判断・表現 

単語 

【語順】 

構文・複文、後置修飾 

動詞、疑問文 

指示代名詞 

発音 

対立を乗り越える 

提案できる 

 

よりよい表現が選べる 

文脈を推測できる 

正確に読み取る・

聞き取る 

粘り強さ 

自己・他者理解 

学習方法を工夫・反省できる 

自分の成長を見つけられる 
速度 



9 

 

教科《 英語 》  先輩の家庭学習コーナー 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑先輩たちのおすすめ図書の英語ポップ 

文法まとめ 図表で解説しよう 単語練習 必ずテストを！ 

先輩がおすすめの学習法を

教えてくれたよ♪ 
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教科《  理科  》  

教科目標 

「身近な現象や自然について疑問を持ち、科学的に探究する能力」を身につける。 

普段気づいているようで、気づいていない現象や自然の不思議に目を向け、「なぜ？」と思ったそ

のときに、楽しみながら科学的な知識を身につけながら、学習していきましょう。 

つけたい力を３観点で整理すると・・・ 

 

目標達成のために家庭学習で大切にしてほしいこと・学習方法例（タブレット活用も含む） 

（1） 教科書や授業ノートを見直し、内容が理解できているか確認しましょう。 

 

（2） 日常生活で疑問や気になったことについて、学習したことと関連付けて考えてみ

ましょう。 

 

（3） 宿題プリントや問題集、タブレット（Qubena など）の問題を次の手順で解いて

みましょう。 

 ①まず、何も見ないで解く。 

 ②教科書やノートで調べる。 

 ③最後に解答を見て〇付け、間違い直しをする。 

   間違った問題を特に理解し覚える。 

理解できないときは友だちや先生に質問する。 

 ④次はできるように、解き方を覚える。 

   弱点（間違った問題）をなくすことが学力を高めるコツです。 

 

（4） 実験や観察は家庭学習でやり直すことが難しいです。授業での実験・観察は毎回

がテストのつもりで臨みましょう。 

班で行う実験は、班での協力や話し合いも大切です。力を合わせて、課題に挑戦

しましょう。 

 

知識・技能 

主体的に学習に取り組む態度 

思考・判断・表現 

生物(動物・植物)の知識 

化学(物質の成り立ちや変化)の知識 

物理(動きの規則性など)の知識 

地学(天気や天体、自然現象)の知識 

言葉や図を用いて説明する 

 

不思議に思ったことを周りの人と

話す能力 

何気ない現象に「？」と思える 

疑問に思ったことを考えてみようとする 
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教科《  理科  》  先輩の家庭学習コーナー

教科書を見て、まとめてみると頭

が整理されて、授業内容の理解

が深まります。 

教科書の問題や、問題集の間

違った問題を何度も解いてみま

しょう。 

日常生活で気になったいろいろなも

のを実際に観察して、気づいたとこ

ろをまとめてみましょう。 
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教科《  社会科  》  

教科目標 

 社会科の知識や考え方をもとに、世の中の仕組みや状況、出来事に関心を

持ち、自分の考え方をもつことや表現することができる力を身に付ける。 

つけたい力を３観点で整理すると・・・ 

 

目標達成のために家庭学習で大切にしてほしいこと・学習方法例（タブレット活用も含む） 

◇基礎知識の定着させるためにすべきこと 

⇒基本的な問題（一問一答や教科書の太字）を繰り返し解くこと。ただ、解くのではなく、問題文をよく 

読み、キーワードを探す。 

   （例：関ヶ原の戦いに勝利して全国支配の実権をにぎり、１６０３年に征夷大将軍に任じられて江戸 

       に幕府を開いた人物はだれか。 A.徳川家康） 

 

◇タブレットの活用 

 １．Qubenaや教師自作の一問一答などの学習に取り組む。（基礎知識の定着） 

 ２．タブレットのアプリを使ってみる。（パソコンのスキル向上） 

   ⇒発表のスライド作成や課題のポスター作りなど、授業の中で様々な取り組みがある。パソコンの 

     スキル向上をめざして、使い続ける。 

 

◇自分の意見を持つ 

  ⇒社会の授業では、現在起きている社会的な事象を取り扱うことがある。課題解決のためにどうすれば 

    よいのかなど交流するので、自分の意見を持つ。（思考力・判断力・表現力） 

 

 

 

知識・技能 

主体的に学習に取り組む態度 

思考・判断・表現 

重要語句 

獲得した知識を基に

自分の意見を持つ 

資料やグラフの読

み取り 

答えのない問いに対し、資

料やグラフを用いて解決策

を提案することができる 

 
課題について自分の 

意見を表現する 

資料やグラフの内容か

ら自分の意見を持つ 

粘り強く学習に取り組むことができる 

生きる力を身に付ける 

自己・他者を理解し、協働できる 

現実社会に起きているものに興味・

関心を抱き、自分の意見を持つ 

復習で知識を定着 

させる 
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教科《 音楽科 》  

教科目標 

「音楽の多様性について理解する力」 

「音楽表現を自分で考え工夫する力」 

「音楽のよさや美しさを味わって聴く力」 

つけたい力を３観点で整理すると・・・ 

 

目標達成のために家庭学習で大切にしてほしいこと・学習方法例（タブレット活用も含む） 

 

◇日常にある音に注目する（動画の BGMなど） 

 

◇好きなものにたくさん触れる 

 

◇映画や美術などに触れる 

 

◇劇団四季やオペラ・バレエなど劇場に行って、観劇する 

 

◇音楽ゲームやリズムゲーム（音ゲー）をする 
 

知識・技能 

思考・判断・表現 主 

体 
的 

に 

学 

習 に 

取

る 

り

る 

組

る 

態

る 

度

る 

む

る 
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教科《美術》  

教科目標 

表現及び鑑 賞
かんしょう

活動
かつどう

を通して創意
そうい

工夫
くふう

できる力 

具体的には 

1 年 楽しく活動に取組み、心豊かに表現できる。 

２年 深い学びから、個性あふれる構想・発想の表現ができる。 

３年 主体的に取組み、独創的
どくそうてき

・総合的な考えで心 情
しんじょう

深
ふか

く表現できる。 

つけたい力を３観点で整理すると・・・ 

 

目標達成のために家庭学習で大切にしてほしいこと・学習方法例（タブレット活用も含む） 

 

・機会
き か い

があれば、美術館などへ行って作品を鑑賞
かんしょう

する。（中学生は無料のところが多いです。） 

☞近いところだと、中之島
な か の し ま

の「国立
こくりつ

国際
こくさい

美術館
びじゅつかん

」がおすすめです。 

 

・普段
ふ だ ん

から、身の回りにあるデザインされたものを意識
い し き

して見てみる。 

☞誰のために、何のために、どのように工夫してデザインされているのかを考えてみましょう！ 

  美術の中にデザインという分野
ぶ ん や

があります。あなたが持っている筆箱や文房具
ぶ ん ぼ う ぐ

、道路の標識
ひょうしき

まですべて

誰かの手によってデザインされたものです。 

 

 

おすすめのサイト（アプリ） 

Google Arts＆Culture（グーグルアーツアンドカルチャー） 

さまざまな作品を高画質
こ う が し つ

で見ることができます。絵画
か い が

なら筆の跡
あと

がわかるくらい拡大
かくだい

して見ることができま

す。 

 

 

思考・判断・表現 知識・技能 

主体的に学習に取り組む態度 

計画性をもって作品を最後まで 

完成させる粘
ねば

り強
づよ

さ 

 

作品の良いところや、工夫点を感じ取る力 

自分の作品について他者に伝える力 

美術に関する知識 

（色や形のこと、表現方法や

技法など） 

 

ていねいにこだわりをもって

作品を仕上げる力 

課題内容に合わせて 

発想や構想を広げる力 

 

自分の意図
い と

に合わせて

表現する力 
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教科《美術》  先輩の家庭学習コーナー 
1年生 3学期オリジナルの文様

もんよう

を作る課題でのアイデアスケッチ

まずは言葉で、自分の好きなものや

願いを書き出します。 
 

書き出した言葉をもとに、アイデアを出していきます。思いついた

ものはどんどん描いてみましょう。時には、まったく関係ないと思

えるものでも、何かアイデアのヒントになるかもしれません。 

 

出てきたアイデアを組み合わせて、

スケッチ完成 
 

写真でもいいので、普段からいろんなものを意識して見ておくとアイデア

が出やすいです。自分の引き出しをたくさん増やしていきましょう！ 
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教科《  技術科  》 

教科目標 

技術の見方・考え方を働かせ、ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な 

活動を通して技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力 

を養う。➡自分にとってベター（より良い）な生活を選択できるように学習する。 

つけたい力を３観点で整理すると・・・ 

 

目標達成のために家庭学習で大切にしてほしいこと・学習方法例（タブレット活用も含む） 

 

・身近なものに関心を持つ。 

 ➡家はどうやって建っているの？部品は？耐震は？ 

   電気って何？ エネルギーって何？ 

   旬じゃない食べ物ってなんで食べられるの？ 

   コンピュータのスペックってどうやって見るの？  

など、気になったら調べようとする気持ち。 

 

・タイピングは続ければ上達します！！ 

    後の「家庭学習コーナー」でも紹介していますが、「寿司打」をはじめとした 

タイピングを練習 するためのサイトはたくさんあります。今後、「音声入力機能」や 

未来では「頭で考えたことが 入力される機能」もあるかもしれませんが、 

まだまだキーボードによる入力が必要です。  

１分間に６０秒うてる人と、１分間に１２０文字うてる人では、レポートを作成する 

時間も、 将来の仕事の時間も大幅に変わる（はず）ので、 

上達目指して頑張りましょう！ 

 

思考・判断・表現 

知識・技能 

主体的に取り組む態度 

技術に関する知識（工具の使い方、コンピュータの知識など）や 

工具を扱う技術、プログラミングの技術など。 

物事に対して、自分の考えや意見を表現することができる。 

（例.小さい子に適した木工製品とは何か） 

粘り強く製作物と向き合える力 

「まだ良くなるはず」「改善点はないか」と見つけようとする力 
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教科《   技術科   》  家庭学習コーナー 

家庭学習おすすめWebサイト 

・寿司打（タイピング練習） 
 

 

 タイピングは早くて損することなし！ 

 キーの配置を覚えて、めざせ１００００円合格！！ 

 

 

・アルゴロジック２（プログラミングー練習編） 
 

 プログラミングの基礎を学ぶならここ。 

 構造化定理 

  順次構造 

  反復構造 

  分岐構造 をマスターしよう！ 

 

・scratch（プログラミングー応用編） 
  

 ビジュアル系プログラミング言語の王道。 

 先人たちのプログラミングを見ることもできるし、 

 君もその仲間入りを果たそう！ 
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教科《  家庭  》  

教科目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な

活動を通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を

育成することを目ざす。 

つけたい力を３観点で整理すると・・・ 

    

                  家族・家庭とは？について考える力 

                 生活の自立に必要な基礎的な知識を深める 

                 自立のために必要な技能を身に付ける 

 

                  家族・家庭・地域など、生活の中からそれぞれ問題を見つけ、 

                      解決策や工夫点を考えて、生活に活かしていく力 

 

                                  家族・家庭・地域の一員として考え、協力し、 

                                          生活をよりよくするために工夫し創造する力 

目標達成のために家庭学習で大切にしてほしいこと・学習方法例（タブレット活用も含む） 

 

     

  

                             

 家庭生活に興味を持ってみよう！ 

                      

                      ・家族でどのように家事を分担しているだろう？ 

                      ・買い物はどのようにしているんだろう？ 

                      ・高齢者が生活していて困ることはなんだろう？ 

                      ・災害が起きた時のために何を準備 

                                      しておいたらよいのだろう？ 

                     

 

 私が住む地域に興味を持ってみよう！ 

                     

                   ・だれもが住みやすい街とはどんな街だろう？ 

                   ・地震や津波が来た時にどこに逃げたらよいのだろう？ 

                   ・ボランティア活動など、地域の取り組みにはどんなもの 

                    があるのだろう？ 

 

             ➡身近な家庭や地域に興味・関心を持ち、問題点を見つけてみよう！ 

   

 

知識・技能 

主体的に学習に取り組む態度 

思考・判断・表現 



19 

 

教科《家庭分野》 の家庭学習コーナー 
 

○野菜の切り方や肉の部位の名前などをノートにまとめる 

  

  覚えておくことで、今後の人生でとても 

  役立ちます♪ 

 

 

 

 

 

 
 

 

○家庭学習おすすめWebサイト紹介 

 

 

 

 

 

 
 １日の食事はどれくらい摂取すればいいのかや食中毒やアレルギーにつ

いても紹介されています。 
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教科《保健体育》  

教科目標 

「ICT を活用し、自ら考え、仲間と協力し合い、 

集団で学びに向かうことができる力」 

つけたい力を３観点で整理すると・・・ 

○１年生【個人】 

・個人思考、ふり返りの時間を使って自他の課題を見つけることができる。 

○２年生【ペア・グループ】 

・個人で考えたことを仲間に伝えることで技能を向上させる 

ことができる。 

○３年生【集団】 

・種目によって異なる課題を発見し、課題解決に向けて集団で 

取り組むことができる。 

目標達成のために家庭学習で大切にしてほしいこと・学習方法例（タブレット活用も含む） 

・自学自習ノートを使って授業のふり返りをおこなう。 

※学んだこと、仲間との会話の内容（アドバイス）など 

・それぞれの種目の基礎知識をまとめよう！ 

※Ｔｅａｍｓに Forms で作成した問題を配布しています。 

 

自学サンプル 

 

 

 

 

タブレットを使った問題

は何回でも解くことがで

きます。たくさんチャレ

ンジしましょう。 

 



 

 


